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一辺の長さが 1の正四面体 OABCに対し，線分 OAを 1 : 2に内分する点を P, 線

分 ABを 3 : 1に内分する点を Q，線分 PQを 1 : 3に内分する点を Rとする．また，

点 Rから直線 OCに下ろした垂線と直線 OCの交点を Hとする．
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【解答】

(1) Rは線分 PQを 1 : 3に内分する点であり，Pは
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線分 OAを 1 : 2に内分する点，Qは線分 ABを
3 : 1に内分する点であるから
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である．
(2) Hは直線 OC上の点であるから，実数 k を用いて
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である．四面体 OABCは一辺の長さが 1の正四面体であるから
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(4) △OCRの面積は
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